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Ａ．研究目的 
１）PsAMRISが、本邦の乾癬性関節炎患者の
評価においても有用であることを確認するこ
と。 
２）MRI による評価において非造影水強調画
像が造影検査に置き換えることが可能である
かを検証すること。 
３）DE-CT iodine mapが PsAの評価に有用
であることを明らかにすること。 
４）DE-CT iodine mapでみられる早期の PsA
の所見を明らかにすること。 
５）DE-CT iodine mapを用いた PsAの治療
効果評価が可能であるかを検討すること。 
６）DE-CT iodine mapで炎症部位に集積した
ヨード量の定量化が可能であるかを検討し、集
積ヨード量の推移と治療効果との相関性につ
いて検討すること。 
 
Ｂ．研究方法 
１）日本人の PsA 患者で、生物学的製剤によ

る治療の前後に MRI を施行した 10 名を対象
に、PsAMRISを用いた半定量的スコアリング
を行い、臨床的重症度（PASI と CRP 値）の
推移と比較検討を行った。 
２）PsA患者 12名を対象に、非造影水強調像
（STIR像）と造影脂肪抑制 T1WIの撮像を行
い、PsAMRISで半定量的なスコアリングを行
った。造影MRIを standard of referenceとし
て、STIR像の評価を行った。 
３）指関節に症状のある PsA患者 16症例を対
象に、DE-CT iodine mapと造影MRIを行い、
それらの画像について半定量的スコアリング
を行い、造影MRIを standard of referenceと
して、DE-CT iodine mapの評価を行った。 
４）PsAと診断された治療介入のない発症後 6
か月以内の PsA患者 5症例を対象に、DE-CT 
iodine mapを行い、その所見を検討した。 
５）PsA 患者で、生物学生製剤による治療の
前後にDE-CT iodine mapが施行された 27症
例を対象に、半定量的スコアリングの推移を検
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討した。  
６）PsA 患者で、生物学的製剤による治療の
前後にDE-CT iodine map を施行した26名を
対象に、半定量的スコアリングとともに、炎症
部位に集積したヨード量を計測し、両者の推移
を比較検討した。 
（倫理面への配慮） 
いずれの研究も慈恵医大の倫理委員会で研
究内容の承諾を得た上で行った。 
 
Ｃ．研究結果 
１）日本人の PsA患者においても、PsAMRIS
による半定量的スコアリングが有用であるこ
とが確認できた。 
２）PsA患者のMRI検査において、関節滑膜
炎、腱鞘炎、骨髄浮腫のような炎症性変化の評
価には、造影検査が必要であることが確認でき
た。 
３）PsA患者において、DE-CT iodine mapは
MRI と同等ないしそれを上回る半定量的スコ
アリングが可能であることが分かった。 
４）DECT iodine map により、腱の付着部炎、
腱の機能的付着部炎、靭帯付着部炎、関節滑膜
炎、腱鞘炎など PsA の炎症性変化の描出が可
能であることが分かった。 
５）生物学生製剤治療により、PsA 患者の
DECT iodine mapのスコアが、いずれも改善
し、半定量的に治療効果を評価可能であった。  
６）生物学生製剤治療により、PsA 患者の
DECT iodine map を用いたヨード集積量の
推移は、半定量的スコア値と相関性を持って改
善した。 
 
Ｄ．考察 
欧米で使用されている PsAMRIS を用いた
半定量的スコアリングは日本人の PsA 患者に
おいても使用可能であることが分かった。しか
し、非造影MRIでは炎症性変化の描出には十
分ではなく、多少の侵襲性や検査費用の負担が
増えるが造影剤の使用により、PsA の活動性
を評価する上で精度を高めることが分かった。 

DECT iodine mapは、極めて空間分解能が
高く任意断面で画像再構成ができる、短時間で
検査が終了できる、指趾でもアーチファクトを
発生し難いなどのMRIや超音波検査にはない
利点をもちつつ、二重エネルギー放射線照射に
よりヨード識別が可能である。このためヨード
を抽出し、ヨード量に応じた色付けをした上で、
任意方向の画像再構成が可能である。DECT 

iodine mapは、これまでにない新しい画像診
断法である。運用の上でも、待ち時間が無く検
査ができる、検査時間が秒単位で終了するため
患者への負担が少ないといった利点がある。 
さらに、炎症部位に集積したヨード量を定量
化することができた。これまでの半定量的評価
を越えた新しい画像診断法に繋げられる可能
性がある。 
 
Ｅ．結論 

MRIは本邦の PsA患者においても半定量的
評価に利用可能である。その際、精度の高い評
価を行うには造影検査を行うことが推奨され
る。 

DE-CT iodine mapは従来のCTの持つ低い
濃度分解能を克服し、感度よく炎症に集積した
ヨードを描出できる新しい CT 検査である。
MRIと同様に PsAの活動性について、半定量
的評価が可能であると同時に、ヨード量を計測
することで、今後は定量的手法である
radiomicsに繋げられる可能性がある。 
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